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2019 年に株式で譲渡損が発生しました。この場合、どのような税制の取扱いがあるので

しょうか？

解説
  

１． 損益通算

①上場株式等に係る譲渡損は他の上場株式等の譲渡益から控除できます。

②一般株式等に係る譲渡損は他の一般株式等の譲渡益から控除できます。

③上場株式等を証券会社経由で取引して発生した譲渡損失の金額は、その年分の上場株式

等に係る配当の金額と損益通算することができます。ただし、この配当については申告分

離をしたものに限ります（総合課税や確定申告不要制度の適用を受けたものは対象外で

す）。

２． 繰越控除

上場株式等の譲渡損失については、一定の場合、その生じた年の翌年 3 年間にわたって上

場株式等に係る譲渡所得等の金額及び上場株式等に係る配当所得の金額から繰越控除で

きます。

３． 確定申告の際に添付すべきもの

上記１、２の適用を受けるためには、基本的に確定申告時に下記の書類の提出が必要です。

①確定申告書付表（上場株式等に係る譲渡損失の損益通算及び繰越控除用）

②株式等に係る譲渡所得等の金額の計算明細書

※提出した年以降、上場株式等の譲渡がなかった年でも申告が必要です。

要するに…
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株式等の譲渡損失に係る損益通算および繰越控除

株式で譲渡損失が発生した場合、確定申告をしない方がいますが、譲渡損失の繰越控除など

の優遇の適用を受けるために、忘れずに確定申告をしておきましょう。なお、損益通算や繰
越控除の適用を受けられるのはあくまでも証券会社経由で売買した場合で、相対取引などで

発生したものは、対象外なので注意が必要です。

株式で譲渡損が発生した場合、配当等との損益通算と譲渡損失の 3 年間の繰越控除の適用

が受けられます。ただし、基本的に発生した年以降、毎年、確定申告する必要があります。


